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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 25,666 ― 1,119 ― 1,113 ― 1,107 ―
22年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 80.19 ―
22年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 32,871 9,793 29.4 700.09
22年3月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  9,665百万円 22年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― ― ―
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 13.00 13.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,350 ― 1,030 ― 990 ― 880 ― 63.74



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短
信【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
２．当社は、平成22年４月１日に(株)タイテックと(株)エルモ社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、当連
結会計年度が第１期となるため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 21,063,240株 22年3月期  ―株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  7,257,575株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 13,805,726株 22年3月期2Q  ―株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長を背景とした輸出の増加、政府による景気

刺激策や企業のコスト削減・在庫調整等により緩やかな回復基調となりました。その一方で、欧米諸国の金融不安

や経済先行き不透明感を背景に、想定以上の急速な円高の進行、株式市場の低迷、景気下振れ懸念、また、依然改

善が進んでいない雇用・所得環境など、厳しい事業環境が続いております。 

このような状況下、当社グループといたしましては、グループ中期経営計画（2010年４月～2013年３月）の基本

指針である「健全な企業成長と企業価値の着実な向上」を目指し、オプト・エレクトロニクス技術とマーケティン

グ力の強化をベースに、グローバルな事業展開を推進いたしております。 

光学事業におきましては、主力の書画カメラ（資料提示装置・実物投影機）の売上が米国初等教育市場で順調に

拡大するとともに、国内売上も好調に推移いたしました。また、昨年11月に設立されました㈱ＳＵＷＡオプトロニ

クスにおきましても、プロジェクタ向け光学ユニット事業が順調に推移いたしました。 

電子事業におきましては、事業体質改善のための不採算事業の見直しのほか、今後の成長に向けての自社製品の

開発に注力いたしました。当第２四半期より自社開発製品の市場投入を開始いたしております。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループ業績は、売上高25,666百万円、営業利益1,119百万円、

経常利益1,113百万円となり、四半期純利益は特別利益として負ののれん発生益375百万円を計上した影響で1,107

百万円となりました。 

なお、当社は平成22年４月１日に経営統合により設立された持株会社であり、当連結会計年度が第１期となるた

め、前期実績及び前年同四半期実績はありません。従って、前年同期比の表示は記載しておりません。 

  

報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

  

① 光学事業 

書画カメラの最大市場である米国初等教育市場における販売が順調に伸長したのに加え、国内においても書画カ

メラの小中学校授業における教育効果の高さが認知され、各地域の教育委員会にて採用されました。また、会社分

割いたしましたエルモソリューション販売㈱による販売体制の再構築並びにグループ会社であるサンヨーオーエー

各社との密接な連携に基づく拡販活動により、国内ソリューション販売が拡大いたしました。加えて、㈱ＳＵＷＡ

オプトロニクスによる光学ユニット等の販売も好調に推移いたしました。 

これらの結果、光学事業における当第２四半期連結累計期間の売上高は21,745百万円、営業利益は1,268百万円

となりました。 

当社グループは、今後も教育現場での「わかる授業づくり」のお手伝いとして、日常的で効果的なＩＣＴの活用

を進めていただけるように書画カメラを軸とした「クラスルームソリューション」を国内外で積極的に提案してま

いります。 

② 電子事業 

電子事業におきましては、ＦＡ関連機器の受託開発推進のほか、一部製品に関しては受託開発型から自社製品開

発型へとビジネスモデルの転換をはかり、当第２四半期より完成した自社開発製品の市場投入を開始いたしまし

た。しかしながら、当第２四半期連結累計期間では、自社製品開発のための研究開発投資が先行して発生している

ため、利益面においてはマイナスの影響が出ております。 

これらの結果、電子事業における当第２四半期連結累計期間の売上高は4,130百万円、営業損失は150百万円とな

りました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 当四半期末の資産、負債、純資産の状況 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は32,871百万円となりました。うち流動資産は21,877百万円、固

定資産は10,994百万円であります。 

流動資産の主な内容といたしましては、現金及び預金4,964百万円、受取手形及び売掛金7,783百万円、原材料及

び貯蔵品3,037百万円であります。 

固定資産の主な内容といたしましては、有形固定資産9,279百万円、投資その他の資産1,474百万円であります。

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は23,077百万円となりました。うち流動負債は18,408百万円、固

定負債は4,669百万円であります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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流動負債の主な内容といたしましては、支払手形及び買掛金7,197百万円、短期借入金9,018百万円であります。

固定負債の主な内容といたしましては、長期借入金1,725百万円、退職給付引当金1,917百万円であります。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は9,793百万円となりました。なお、自己資本比率は29.4％、

１株当たり純資産額は700.09円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、4,809百万円となり

ました。 

当第２四半期連結累計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は1,231百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益1,409百万

円、売上債権の減少額385百万円、たな卸資産の増加額373百万円、仕入債務の減少額572百万円等によるものであ

ります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により支出した資金は581百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出668百万円

等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により支出した資金は261百万円となりました。これは主に、短期借入金の純増加額374百万円、長期借

入金の返済による支出468百万円、配当金の支払額90百万円、少数株主への配当金の支払額58百万円等によるもの

であります。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の業績におきましては、平成22年５月20日の「平成23年３月期の業績予想及び配当予

想について」で公表いたしました業績予想数値を上回って推移いたしましたが、通期の連結業績予想につきまして

は、現時点において変更はありません。 

詳細につきましては、平成22年10月21日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 

  

  

テクノホライゾン・ホールディングス㈱（6629）　平成23年３月期　第２四半期決算短信

- 3 -



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

当第２四半期連結会計期間末の一般債権の貸倒実績率等が連結子会社の前事業年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、連結子会社の前事業年度末の一般債権の貸倒実績率等を使用して、当第２四半期連結

会計期間末の一般債権の貸倒見積高の算定を行っております。 

（たな卸資産の評価方法） 

当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、連結子会社の前事業年度末の

実地たな卸を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

② 特有の会計処理 

（税金費用の算定方法） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

ただし、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

当社は、平成22年４月１日に㈱タイテックと㈱エルモ社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社と

して設立されました。この結果、当連結会計年度が第１期となるため、該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 4,964,872

受取手形及び売掛金 7,783,542

商品及び製品 2,142,357

仕掛品 2,474,208

原材料及び貯蔵品 3,037,382

その他 1,503,275

貸倒引当金 △28,458

流動資産合計 21,877,179

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 3,338,179

土地 4,653,645

その他（純額） 1,287,465

有形固定資産合計 9,279,291

無形固定資産 239,762

投資その他の資産  

その他 1,499,781

貸倒引当金 △24,798

投資その他の資産合計 1,474,982

固定資産合計 10,994,036

資産合計 32,871,216

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 7,197,942

短期借入金 9,018,028

未払法人税等 346,017

引当金 29,757

その他 1,816,327

流動負債合計 18,408,073

固定負債  

長期借入金 1,725,558

退職給付引当金 1,917,061

引当金 28,411

負ののれん 410,437

その他 588,204

固定負債合計 4,669,672

負債合計 23,077,745
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 2,500,000

資本剰余金 5,503,876

利益剰余金 4,041,043

自己株式 △1,861,663

株主資本合計 10,183,256

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 6,870

繰延ヘッジ損益 △100,709

為替換算調整勘定 △424,190

評価・換算差額等合計 △518,028

少数株主持分 128,242

純資産合計 9,793,470

負債純資産合計 32,871,216
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

売上高 25,666,105

売上原価 21,014,452

売上総利益 4,651,653

販売費及び一般管理費 3,532,447

営業利益 1,119,205

営業外収益  

受取利息 2,644

受取配当金 897

持分法による投資利益 2,086

負ののれん償却額 53,522

受取補償金 25,164

その他 54,743

営業外収益合計 139,058

営業外費用  

支払利息 56,843

創立費償却 25,058

為替差損 46,805

その他 15,734

営業外費用合計 144,442

経常利益 1,113,822

特別利益  

固定資産売却益 3,524

貸倒引当金戻入額 1,502

リコール損失引当金戻入額 2,144

製品保証引当金戻入額 1,053

負ののれん発生益 375,074

特別利益合計 383,298

特別損失  

固定資産除却損 9,019

投資有価証券評価損 8,185

減損損失 56,577

保険解約損 9,533

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,700

その他 22

特別損失合計 88,037

税金等調整前四半期純利益 1,409,083

法人税等 294,770

少数株主損益調整前四半期純利益 1,114,313

少数株主利益 7,239

四半期純利益 1,107,074
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,409,083

減価償却費 426,657

減損損失 56,577

負ののれん償却額 △53,522

負ののれん発生益 △375,074

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 150

退職給付引当金の増減額（△は減少） △54,009

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61,792

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,741

受取利息及び受取配当金 △3,542

支払利息 56,843

投資有価証券評価損益（△は益） 8,185

有形固定資産除却損 9,019

保険解約損益（△は益） 9,533

持分法による投資損益（△は益） △2,086

有形固定資産売却損益（△は益） △3,501

売上債権の増減額（△は増加） 385,330

たな卸資産の増減額（△は増加） △373,742

仕入債務の増減額（△は減少） △572,127

その他 528,173

小計 1,385,413

利息及び配当金の受取額 2,456

利息の支払額 △54,151

法人税等の支払額 △118,903

法人税等の還付額 16,740

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,231,554

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △668,894

有形固定資産の売却による収入 48,480

無形固定資産の取得による支出 △30,268

投資有価証券の取得による支出 △2,971

関係会社出資金の払込による支出 △25,000

貸付けによる支出 △3,588

貸付金の回収による収入 311

定期預金の預入による支出 △125,000

定期預金の払戻による収入 125,000

その他 100,109

投資活動によるキャッシュ・フロー △581,822
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 374,000

長期借入金の返済による支出 △468,693

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △16,789

株式の発行による支出 △4,339

連結子会社の株式発行による収入 4,000

自己株式の取得による支出 △103

配当金の支払額 △90,937

少数株主への配当金の支払額 △58,259

財務活動によるキャッシュ・フロー △261,121

現金及び現金同等物に係る換算差額 △74,837

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 313,773

現金及び現金同等物の期首残高 4,496,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,809,872
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該当事項はありません。 

  

  

① 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、㈱エルモ社を中心とする「光学事業」と㈱タイテックを中心とした「電子事業」により事業活

動を展開しております。従いまして、「光学事業」「電子事業」を報告セグメントとしております。 

「光学事業」は、教育用映像機器、監視カメラ、プロジェクタ用光学部品等の開発・製造・販売を行っておりま

す。また、「電子事業」は、セキュリティ用、放送用、ＦＡ用等、様々な分野の電子機器の開発・製造・販売を行

っております。 

  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：千円） 

（注）セグメント利益の調整額 千円は、セグメント間取引消去 千円及び各報告セグメントに配分していな

い全社費用 千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。 

  

  

当社は、平成22年４月１日に㈱タイテックと㈱エルモ社が経営統合し、両社を完全子会社とする共同持株会社と

して設立されました。この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金は2,500,000千円、資本剰余金は

5,503,876千円、利益剰余金は 千円となっております。なお、発行済株式数は21,063,240株となっており

ます。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  報告セグメント 調整額 

（注） 
合計 

光学事業 電子事業 計 

売上高 

外部顧客への売上高  21,714,126  3,951,979  25,666,105 ―  25,666,105

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 31,041  178,069  209,110 (209,110) ― 

計  21,745,167  4,130,048  25,875,216 (209,110)  25,666,105

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
 1,268,201  △150,683  1,117,518  1,687  1,119,205

1,687 135,172

133,484

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4,041,043
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